
設等適正管理推進事業債」充当事業数
2

0 0 1 1 1 1 1
事業

0 0 - - - - -

11450  庁舎等改修事業

更新工事施工
3

1 1 1 1 1 1 0
式

1 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：平成30年04月13日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０４ 次代につなげる財務基盤の確立
０２ 公共施設等財産管理基盤の構築

財務課　総括主査  古前田　聡

今後、人口増の鈍化や公共施設等の老朽化と利用需要の変化が想定される中、早急に公共施設等の全体の状況を把握し、長

期的な視点を持って更新・統合化・長寿命化などを計画的に行い最適な管理を行っていくことが求められています。関係部

署と調整を図り、箱物に加えてインフラ施設を含めた「公共施設等総合管理計画」を平成２９年３月に策定したことから、

今後この計画に沿った類型別の個別施設計画を策定し、公共施設等の総合的かつ計画的な管理に向けた取組みを推進します

。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

人々が集まり活動できる「場」があると感じている人の割合

1 44 44.7 45.4 46 47 -
％ 43

35.1 40.1 0 - - 0.0

幸

福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 62 64 66 68 70 -
％ 61

57.6 64.5 0 - - 0.0

平成29年度
平成28年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

5  公用車更新事業

公用車更新計画に基づく公用車の更新台数
1

4 2 3 3 2 2 0
台

4 0 - - - - -

11372  公共施設等適正管理推進事業

「公共施



策の実現に影響する社会環境変化

(３) 基本施策との関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：平成30年04月13日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０４ 次代につなげる財務基盤の確立
０２ 公共施設等財産管理基盤の構築

財務課　総括主査  古前田　聡

滝沢市の管理する公共施設等の老朽化と利用需要の状況、総人口や年代別人口についての今後の見通し

政

、維持管理・更新等

に

 

係る中長期的な経費や

 

これらの経費に充当可

 

能な財源の見込みを把

 

握する必要があります

策

。

人口増の鈍化、少子

:

高齢化の進行などの人

基

口動態の変化や、景気

本

・経済状況の変化よる

施

ライフスタイルの変化

策

が、公共施設

等の利用

:

形態に影響してきます

施

。

基本施策達成のため

 

、本施策である「公共

 

施設等総合管理計画」

 

に沿った行動をを推進

 

していくことが必要と

策

なります。

箱物に加え

:

てインフラ施設を含め

施

た「公共施設等総合管

策

理計画」に沿って、関

担

係部署との調整を図り

当

、今後の財産管理・活

職

用の基盤を整えていく

・

ものとします。

(２)

氏

 基本計画内の取り組

名

みと方針のうち、平成

２

30年度の重点課題
老

．

朽化の状況や利用状況

施

をはじめとした公共施

策

設等の状況、総人口や

の

年代別人口についての

実

今後の見通し、公共施

現

設等の維

持管理・更新

に

等に係る中長期的な経

向

費やこれらの経費に充

け

当可能な財源の見込み

て

を把握し、行動計画と

の

なる「公共施設等総

合

現

管理計画」に沿って、

状

施設類型ごとの個別施

を

設計画の策定を進めま

認

す。

(３) 基本計画

識

内方針及び平成30年

す

度重点課題に基づく優

る

先順位の考え方
更新・

(

統廃合・長寿命化など

１

、どのように公共施設

)

等を管理していくかに

 

ついて、施設類型ごと

施

の個別施設計画を策定

策

する

ことで、現状や課

目

題を明らかにし優先順

標

位を決定します。

の進捗状況分析

(２) 施



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成30年04月13日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０４ 次代につなげる財務基盤の確立
０２ 公共施設等財産管理基盤の構築

財務課　総括主査  古前田　聡

5  公用車更新事業

6,003 2,324 158.3 5,150 4,600 4,600 20,353

11372  公共施設等適正管理推進事業

0 0 0.0 0 0 0 0

11450  庁舎等改修事業

1,000 1,000 0.0 1,000 1,000 1,000 4,000

14056  新地方公会計推進事業

2,490 4,623 △46.1 2,646 2,646 2,646 10,428


